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日本における地下空間の利用は，
明治時代に下水道の整備が始まった
ことに端を発し，昭和初期には地下
鉄が開業しました。その後，高度経
済成長期には，限られた地上空間を
補う形で地下空間の活用が進められ
ました。現在に至るまで，共同溝，
インフラ施設，地下鉄，高速道路，
地下街など，さまざまな用途で地下
空間が利用されています。

そのような中で，今年 1 月末に埼
玉県八潮市で発生した道路陥没事故
は，下水道管の破損が原因と考えら
れています。日本の下水道は高度経
済成長期に整備されたものが多く，
老朽化が進んでいます。今後も，目
に見えない場所にあるため劣化の進
行に気付きにくい地下インフラの維
持管理は，社会基盤の長寿命化と安
全性の確保において極めて重要な課
題となります。

4 月号では，「地下・地中構造物」
に焦点を当て，多方面からの寄稿を
いただきました。日本大学の大沢昌
玄教授による巻頭言「生活を支える
要は地下空間にあり」では，生活基
盤を支える地下空間の重要性および
その利用と維持に関する多岐にわた
る課題が提起されました。

行政情報では 3 本の寄稿をいただ
きました。
「令和 6 年能登半島地震を踏まえ

た上下水道の地震対策」では，同地
震における上下水道施設の被害状況
や，上下水道が連携した災害対応の

取り組み，そこから得られた課題な
どが報告されています。
「自動物流道路の構築に向けた検

討」では，人口減少や物流危機といっ
た日本が直面する課題に対する新た
な解決策として提案されている「自
動物流道路（Autoflow Road）」構
想について解説いただきました。

また，「浸水被害軽減に向けた地
下空間活用のあり方に関する提言」
では，激甚化・頻発化する水災害に
対応するため，国土交通省が設置し
た「浸水被害軽減に向けた地下空間
活用勉強会」が取りまとめた提言の
概要が紹介されています。

技術報文では，地下関連工事（シー
ルド工法，ニューマチックケーソン
工法）の報告，新たな施工技術（切
羽の安定性確保に関する技術，鋼製
積層型支承板）の解説，維持管理に
関する技術（水路トンネルにおける
ひび割れ自動検出技術，維持管理業
務の DX 技術）の紹介，その他の技
術（地下空間における無線 LAN 環
境整備，AI を活用した地質評価技
術）について執筆いただきました。
さらに，地上と地下空間を有効活用
する次世代の道路インフラ構想に関
する解説も含まれています。2 年前
に同様のテーマを特集した際は，ト
ンネルや地盤改良といった施工技術
が中心でしたが，今回は維持管理分
野や地下空間の施工環境に関する技
術の進展がうかがえます。

最後に，年末から年度末にかけて
の多忙な時期にもかかわらず，ご協力
くださった多くの方々，そして執筆者
の皆さまに心より感謝申し上げます。

� （鈴木・桐山）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
②�協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

5 月号「都市環境の向上，都市基盤整備特集」予告
・都市行政におけるカーボンニュートラルに向けた取組事例集　・民間事業者等による良質な緑地確保の取組を
評価・認定する優良緑地確保計画認定制度（TSUNAG）　・脱炭素への取組と脱炭素都市づくり大賞　・東
京メトロ銀座線渋谷駅移設プロジェクト　・コンクリートの状態を見える化　・新宿駅東西自由通路整備におけ
る施工計画　・防災・減災へ 都市丸ごと統合シミュレーション　・低騒音・低振動で地盤密度を増大させる液
状化対策工法「TS-improver」を開発　・UR 都市機構の都市基盤施設整備の支援　・スマートビルデータプ
ラットフォーム：ビルOSの開発・実装と実践的応用　・施工進捗と変位状況をリアルタイムに現地に3Dで可視
化　・空間情報を用いた開発許可手続き効率化に向けた取り組み　・まちづくり計画支援サービス「マチミル」


